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could 　be　classified 　into　four　types ，　 A ，　B，　C　 and 　D 　by 　investigation　 of 　the　internal　 structures

of 　the　roots ．　 Each　type ，　 A ，Cand 　D　 could 　further　dividcd　 to　subtypes 　AL，A2 ； CbG2 ； Dl

。 nd 　D 、．　 Vi。1。 ・pP．・f　A　typ … uLd 　b・ di・id・ d　i・ t・ a ・ Al　tyP ・ havi・ g ・t・ Tns　a ・d　an 　A ・
type
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th ， 。 n 。 。n ・・he ・
，
　 a・ d ・・uld ・・t　b・ di・ id・d　r… h・・ h〕t・ a ・ y ・ ubg ・・ up ・・S・c し C伽 … nelanium

（1−6）and 　Se・t．　Di・・hidi・ m 　 （7，8）・c・p・c・ivcly　1・・d ・・ mm ・ ・ f・ 飢 ・ ・es ・S ・c ・・Cit− metani ・ m
・

Scct．　Dischidium，　Sect，　Kitamianae　（9）　and 　Sect．　Arction　（10）　could 　bc　distingui．ghed 　frorll　thc：

one 　another ．　 The　classlficatiori 　 on 　A1　type 可〕f　Vio’α spp ．　 by　Histo．tax｛レnomy 　analysis 　agrccd

wcU 　with 　that　of 　cxistlng 　syste 匸natic 　b〔】〔any ，

　Viola属に基づ く地 丁 の 基源を明確 に す る た め の 基 礎研究 と し て，まず 囗 本産 Vi・la属の 組織分類学的研究を行 っ

た ．前報 で は Vioia属 の 内部構造の 概要に つ い て 報皆 し，そ の 際，根 の 内部構造 か ら A ，　B，　C ，D の 4type に 分類

で き，
さ らに Atype は 有茎 の Al　type と無茎 の A2　type ，　C　type は稜の な い CI　type と稜 の あ る C2　typc ・

D

・yp ， は 内舗 造 の 課 か ら D ・ type と D
・
typ ・ に 頒 で きる ・ と 醐 らカ・に し た・本報 で は Atype の 内鞴 造

に っ い て 詳 説す る ．Atype の 特徴は ， 根の 最外増が 表皮 また は ド皮 か らな り，皮 層 は根 の 半径に 比 し厚 く（根の 半径

の 55〜75％）， 師部は 薄 く（恨 の 半径の 5〜15％），木部 の 径 は 小 さ く（根 の 径の 5〜35％）， 師 部，木部の 放射組織が

一般に 不明瞭な こ と な どで あ る．Al　type に 属す る 種は LV ．　brevistiPuiata　W ．　BEcKER ，2．　V，　brevistiPulata　
W ．　BEcKER
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（以上 S ・c ・．Ch ・m ・・m ・t・ ・i・ m キ ズ ・ 節），7・V・・b・7・ra ・ L ・・8・V・c − M ・一 （i壮 Scct・D ε∬ 鰄   キ パ ナ ノ コ
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1°・V・・1・ ・g・d・頒 ‘ F ・scHER 　 ex 　 G ’Nc ’Ns

（Sect．　 Arctionオ オ パ タ チ ツ ボ ス ミ レ 節）で あ る・

実　験 の 　部

ZbrevistiPutataに つ い て 詳説 し，以下 各種 の 組織に つ い て概説す る．また そ れ ら の 計測 f直等は TABLE
　
I
　
l．こ 示す．

1．　 V．brevistipulata 　W ．　BECKER オオバ キ ス ミレ （Fig・1）

D 日本生薬学会東京大会講演要旨集 ， p．26（1973）．

2）Location： Sugitani，26SO，　To2ama ．

（23 ）
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Cbaractcristicsof Ai Type
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            Fig, 1, Detailed Drawings  of  Transverse Sections

Ai,midrib  of  the leaf; A2,mesophyll  of  the  leaf･ tX3,edge  of  the  leaf; Bs,petiole;  C4,

peduncle; D4,stem;  E!, rhizome;  F2,root.

Surface view:  A4,upper epidermis  of  the  leaf; As,lower epidcrmis  of  the leaf. Diagrams

iLLustrating transyerse  sectiens:  Bi.4, petiole; Ci.3, pedunclc; Di.3,  stem;  Ei, rhizome;

Fi, root.

                             (26)
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　材　料 ： 新 潟 県岩船郡 関 川村 （Ap ！
’，，1972），新潟県蓮華温泉 （Jul．，1973），長野県志賀高原 （May ，1974），富 山 県

宇奈月 （Apr ．，may ，1971； Apr ．，May ，1972； Apr ．，May ，J皿 ，1973＞

　内部構造

　葉 ： 主脈部 L面は や や 大ぎ く隆起 L ，　卜而は大 きく突 出 す る （1−1−Al）．
．1りll献 llの Lllllお よび ドr白俵 皮細胞とそれ

に 内接す る 1 〜3層 の 細胞 Cよ果実期に L ば L ば 厚膜化す る． L脈部，葉 肉 部 の E面 お よ び 下面表皮に は 水分貯蔵細

胞が 認 め られ る．葉 の 皺 組1胞 ・）外側の 膜壁に は 通常 tl．V状突 起が 認 め られ，厚 さ 1〜2
μ

m の ク チ ク ラ で 被わ れ て い

る．表面視す る と， 上 面表皮細胞は 波状多f“Jl彡〜や や 波状多角形 で （Ll −A4），下面丿乏皮細胞 は 波状多角形を 呈す る

（1−1−A5）．

　葉柄 ： 根出葉の 葉柄の 横切面は 類環状 で ，中央に 主維管束，両側に 小維管朿を配す る （1−1−B4）・葉柄 の 小維管束 の

部分は 外側に ゃ や突出 し，葉身部付近で は 顕薯な翼状 と な る （LI −B2）．表皮細胞は ときに 大型 の もの が 認 め られ，ま

た外側 の 膜壁 に は 波状突起 が あ り，ク チ ク ラ で 被わ れ て い る，根出葉の 葉柄の 基部 に は 内皮が 認め られ ，
カ ス パ リ

ー

帯は 弱 く コ ル ク 化お よ び木化す る が ， 中央部
〜上部 で は 内皮 は 不 明瞭 で あ る，花期で は 葉柄に 維管束 し ょ うは 認 め ら

れ な い が，果実期で は しば しば根出葉 の 葉柄の 基部〜中央部に 繊維 ま た は繊維状厚膜細胞 か らな る維管束 し ょ うが 内

皮 に 内接 して 1〜3 層認め られ る （1−1−B，）．主維骸 は 基 部で は 鱗 状 （1−1−B・）で ，葉身部樋 で は 半H 形〜弦月形

を 呈す る （1−1−B2），茎 の 中央部〜．L部に 着 く茎葉の 葉柄 の 構造 は ，根 出 葉の 葉柄の 中央部〜上 部の それに 類似し ， 通

常内皮 お よ び 維管束 し ょ うは 認め られ ない ．

　花梗 ：横切面は 類円形〜正方形 で ， 通常 2 稜，ときに 4 稜 が 認 め られ る （1−1−C1−3）．表皮に は と きに 大型 の 細胞が

認 め られ ，また 外側 の 膜壁に は 波状突起が あ り， ク チ ク ラ で被われ て い る．花期 で は 維管束 し ょ うは 認 め られ な い が，

果実期で は 花梗基部 に しば しば繊維 ま た は 繊維状厚膜細胞か らな る維管束 し ょ うが 認め られ る （1−1−C4）維管束は ，花

梗 の 基部付近では 円形〜弦月形 の 並立維管束が 2〜4 個相対 して 配列 し，上部で は 普通 4 個 が 相対 し て い るが，とき

に 環状 に 連続す る 場 合 もあ る．

　茎 ： 横切面は 円形で ，稜 は蒙 の 基部で は 不 明瞭 で あ るが ，⊥淵1で は 明瞭とな る （1−1−Dl．3），麦皮 に は ときに 大型の

細胞 が 認め られ，外側の 膜壁に は 波状突 起が あ り，ク チ ク ラ て 被わ れ て い る．内皮は り」瞭 で あ る．維管東は 4 〜8 個

が 環状 に 配列す る．

　恨茎 ： 最外層は 表皮か らな り，L は Lば 」n ク 化お よ び 材 匕す
1
〈、．内皮は

一一
般 に 明 瞭 セあ る．維 管束は ，節 問 で は

通常連続 ［た 環状
一
tあ るが ，節 付近 で ば 不連続

・
c’あ る CI−LEu ）・細 胞含f亅

』
物 は，皮層 】

’，s よ び 髄 v ）柔細胞 中に 戦 ‘また

は 2〜4個 の 擲 立か 臆 る
一
。ん ぶ ん 粒，お よ し・粘液伽

，
エか 錦 ．に 触 れ ，，t’・ttio£ ，皮層，髄の 柔細 1｛沖 に しば しば

樹脂様物質が 認 め られ る，

恨 ・ 最外層は
一
陂 か ら 1よ り，1重常 ・ ・L ク 化，t〈t匕」

一
　，Z．1ヌヨ皮 割 1瞭 ．

⊂，と 二 う と L1 ・　2　i［・1・］1’： 分li；llさ川 畝萇緇胞が 認

め られ る （1−1，F ，）．皹 ゆ 柔細胞 ll ・に ・鰍 歎 は 2 〜4 ｛1肋 複粒か 臆 る
．
e ん 5 ：／識 お ・桝 1腋 1勿質が 多量 に 含 まれ ，

また Lば しば 樹脂様物質 も認 め られ る．放射組織は
一
般 に 不 り亅1瞭 C一あ る が ， まれ に ゃ や

1嘱 で〜1£ 木部放射組織が認 め ら

れ る．

　 2．　 γ．brevistiputata 　W ．　BEcKER 　subsp ．　hidakana 　S．　WATANABE エ ゾキ ス ミ レ （Fig．2＞

　 材 料 ： 北海道 夕張 岳（Jul．，1964）

　内部構造 ： 葉 の 主脈部上 面 は 隆起が 比 較的小 さ く，下 面 は 特に 大 ぎく突 出す る （1工一2−A1）．葉柄の 横切面 は ， 基部

〜中央部で は ほ ぼ円形 で あるが ， 葉身部付近 で は 弦月 形 とな る （II
−2−Bl−2）．葉柄の 主維管束は基部で は 1個 で あ るが，

葉身部付近 で 5 裂し，葉身 に 移入 す る （II−2−Bl）．茎 の 横 切面は 長 1
’
「
」形 で，稜 は 基 部で は や や 不 明瞭で ある が，上部 で

は 明瞭とな る （II−2
−Dl＿z），

　根 の 最外層 は通常下皮 か らな り， 放射組織 は不明瞭 で あ る．

　3． V．　brevistipzalata　W ．　BEcKER 　subsp ．　minor 　E 　MAEKAwA 　et 　HAsHIMoTo ダイセ ン キ ス ミレ （Fig．2）

　 材　料 ；島根県吾妻山 （May ，
　1972）

　内 橢 造 ・ 葉 の 1三欄 IL 面 は や や 大 き く隆起 」 ド「eit±．S〈9 〈突 llけ る （II−3−Al）・蛯酬 11・μこ組 織 は 1齢 2 層認め ら

れ る．葉柄の 1三維管束は 葉身部付近 で 3 裂 し，薬身に 移入 す る （1レ3・Bl＞，1｝乏の 最外層は 通常 ド皮 か ら’領 り，また 放珊

組織 は 不 明瞭 で ある，

　4．　 V，brevistiputatα W 。　BEcKER 　 var ．　kishidai　F・MAEKAwA 　 et 　HAsHIMoTo 　ナ エ バ キ ス ミレ （Fig・2）

　 材 　料 ：群馬県谷川岳 （Jun．，1956），新潟県朝11岳（Jun・，　1973）

　内部構造 ： 葉の 主 脈部上 面 の 隆 起 は 比 較 的 小 さ く，そ の 両側 は ときに 小さく陥み ，　ド面は や や 大 きく突出する

（27 ）
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（II−4−A1），葉の 側脈部は しば しば陥 み，そ の 維 管束 の 師 部に 外接して 1〜3個 の 繊維 （径 10〜40μm ，長 さ 4〔K 〜

1000μm ）が 認め られ る．花梗の 横切面は ほ ぼ 円形 で あ るが ， 表皮細胞 の 大き さが 大小 さ ま ざま で 不規則に 配列 して

い る た め，凹 凸 の 多い 類円形 を 呈 す る （II−4−Cl−2）．根 の 最外層は 下 皮 か らな り，そ の 膜壁は しば し ば か っ 色を呈 し
，

コ ル ク 化，木化す る．根 の 放射 組 織は 通常 不 明瞭 で あ る，

　5．　 y」yubariana 　NAKAI 　シ ソバ キ ス ミ レ （Fig，2）

　材　料 ；北海道夕張岳 （JuL，1964）

　内部構造 ； 葉の 主脈部上 面 はや や大 きく隆起 し，下面は 大 ぎ く突 出 す る （II
−5−Ai）．葉 の 側脈部上面 は しば しば陥

む．葉の 柵状細胞 は 通常 2 層認め られ る．根の 最外層は 下皮か らな り，その 外側 の 細胞膜壁 に か っ 色 の 物質が 付着す

る．根 の 放射組織は 通常不 明瞭である．

　6．　 γ．orientalis 　W ．　BECKER キ ス ミ レ （Fig．2）

　材 料 ： 鳥取県大山沼 （May ，　1967）

　内部溝造 ：葉の 主脈部上 面は や や 大 きく隆起 し，下面 は や や大 き く突 出 す る （II
−6−A1 ）．葉の 柵 状 細胞 は 通常 2 層

認 め られ，主脈部上 面に も存在するが ，葉縁部で は ときに 1層 となる （II−6・A1−2）．葉柄の 表皮細胞 は とこ ろ どこ ろ大

型に な る た め，表面に 凹凸が み られ る．根の 最外層 は 下皮か らな り，そ の 膜壁 は しば しぼ か っ 色 を 呈 す る．根 の 放射

組織 は 通常不 明瞭 で あ る．

　7．　 V．biflora　I・．　キ バ ナ ノ コ マ ノツ メ （Fig．3）

　材　料 ： 長野県八 ケ 岳 （Jun．，1973），新潟県朝 日岳 （Jun．，1973），山形県鳥海山 （Jun・，1973）

　内部構造 ； 葉の 主 脈部上 面は や や 大 きく隆起 し，下面 は や や大ぎく突出する （III　7　Al）．葉 の 主脈部の 維管束は 円

形〜半円形で ， 薄膜性 の 細胞か ら な る維管束 し ょ うが比較的明瞭に 認め られ る．根出葉の 葉柄 の 基部で は しば しば主

脈部 の 両側 の 小維管束を欠 く，根 の 最外層 は 表皮か らな り， 表皮細胞 は 接線方向に 長い 長 方形 （8〜20x20 〜36μm ）

で，しば しば樹脂様物質が認め られ る．根 の 放射組織は 不 明暸 で あ る．

　8．　 V．crassa 　MAKINO 　夕 力 ネ ス ミ レ （Fig．3）

　材　料 ： 長野県八 ケ 岳 （Jun．，1973），新潟県朝 日 岳 （JuL，19フ3）

　内部構造 ： 葉の 主 脈部 L面 の 隆起は 小 さ く，そ の 両側は b ず か に 陥み ，下面の 突出は 小 さい （III−8−A1）．蘖の 側脈

部一E 面は L ば しば 陥 む （III−8−Az）．　 Viota属の 茎の 内 皮 に は
一般 に 嬢 細 胞 は 、L9め られ な い が ，本種の 茎に は ま れ に 2

個の 嬢細胞か らな る 内皮細胞が 認 め られ る．根の 最外層は ト皮 か らな り， その 膜壁 は か っ 色 を 呈 す る．師部放射組 織

は 不 明瞭 で あ るが ，木 部 放 射 絹 織 ば 比 較 的 明瞭 て あ る．

　9・　V・kitamiana 　MIQUEL 　シ レ トコ ス ミ レ （Fig ．3）

　材　料 ： 北海道羅 臼 岳 （JuL，　IY67）

　内剖購 造 ： 葉の 主脈部上 面は 葉肉部の k面 とほ ぼ 同一平面上に あ る が，その 両 側 は V 字 形 に i；rfi　ys，主 脈 剖汗 面 の 突

出は小さ い （III−9−Al）．葉 の 側脈部上面は しば しば陥む．葉 の 柵状組織 は 2 〜3 層認 め られ る ．根の 最外層は F皮 か

らな り，そ の 細胞膜壁 は か っ 色 を 呈 す る．根 の 放射組織は 不 明瞭 で あ る．古い 根 で は ト皮が 剥離し，最外層ば 皮 層 か

らな り，そ の 細胞膜壁 は か っ 色 を 呈 す る．また 内皮に は 嬢細胞が 認め られ ず ， 内部細胞の 膜壁 は U 字型ec肥厚 （厚い

部位 6〜10Ptrn，薄い 部位 1．S〜2μm ） して い る．師部 は 数個 に 分 か れ て環状に配列 し， そ の 後退廃 して空洞 （径 20

〜30μm ） とな る ．道管は 太 くな る （径 32〜40Ptrn）．　 Al　 type に は 通常木部繊維は 認 め られ ない が ，本 種 の 古い 根に

それが認 め られ る．

　10．　 V．IangsderMi　FISCHER　ex 　 GINCINS　オオバ タチ ツ ボス ミレ （Fig．3）

　材　料 ： 新潟県朝 日岳 （Jun・， 1973）， 北海道標津市 （Aug ・，1972），長野県下 高井 （Jun・，1970）

　内部購造 ： 葉の 主脈部上面は 大き く隆起 し，下面 は 突出す る （III−10−A 【）．花梗の 基部に は ときに 明瞭な内皮が 認 め

られ る．地上部は 有毛で あ るが ， 毛の 中央部に は しば しば ら線状 の 紋様が 認 め られ る．茎 で は 数個 の 維管束が 環状 に

配列 して い るが，そ の 基部に お い て は隣接す る維管束と維管束の 間に 木化する繊維また は 繊維状厚膜細胞が 認 め られ

る，茎 の 髄 の 柔細胞 は 果実期以 降 1．ば L ば 脱落 L ，空洞 を 形 成 す る．恨 の 最外層は 通常表皮か ら な り，また 師部放射

組 織 は 比較的明瞭 で あ る．

考察および結論

　以 LAI 　typc に 含まれ る 種に つ い て 述 べ た が ，そ れ らは い ずれ も内部構造的に 区別 叮能 な牛｝徴を 有して い た，

Al　type の 各 section に 含まれ る種に は それ ぞれ 共通の 特微がみ られ ，　 Scct．　Chamaemetanium（！〜6） に は 葉 の 主脈

（29 ）
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部 の 表皮細胞に 大型の 水分貯蔵細胞が認 め られ る こ と，Sect．　Dischidium（7，8）に は葉柄の 基部 の 主脈部 の 両側に配位

した 小維管束 を欠 くこ と で あ る．また Sect，　Kitamianae（9）お よび Sect．　Arction（10）は 1 節 1 種 で あ るが，そ れぞれ

f也の Viola　spp ，に は み られ ない 特徴を有す る．すなわ ち Sect．　Kitamianae の 9．　 V．　kitamianaで は 葉の 主脈部 の 上面

の 突 出が 特 に 小 さ く，そ の 両側が V 字形に 陥 ん で い る こ と，お よ び 占い 根 に お い て は 内皮 細胞が U 字肥 厚 し，師部が

退廃 して 脱落 t ， 道管が 太 くな る こ と，Sect．　 Arctionの 1（〕．　 V ．　langsdorljiiで は 蘂の 表面視 に よ る 表 皮 細 胞 は 特 に 細

長 い 波状長方形 を呈す る こ と で あ る．Scct．　Chamaemetaniumに は 基本挿 で あ る LV 、　brevistiPutataとそ の 亜種で あ る

2．V．　b，　subsp ，　hidakana，3．　V．　b．　subsp ．　 minor お よび 変 種 の 4．　V．　b．　var ．　kishidaiが 含 まれ て い る が，その 共通 点 と

して葉の 主脈部上面がや や 台形状に 隆起す る こ とで あ る， こ れに 対 して 同
一 section 内の 5．　V．　lubarianaで は 葉 の

主 脈部上面が や や 半円 形に 隆起 し，6．V．　orientatis で は半円形〜鈍形 に 隆起す る． また上記 の 亜種は 葉柄上部の 主維

管束が 大 きく分裂す る点 で 基本種や 変種 と異な り， 2．F．　b．　subsp ．　fiidakanaで ば 5 裂 ，
3、　V．　b．　subsp ．　minor で IX　3

裂す る．変種に お い て は 花梗 の 横切面 の 外形 に 特微があ り，凹凸 の 多い 類円形〜正方形 とな る点 で 基本種やそ の 亜 種

と異な る．した が っ て V．　brevi∫tiPutata に お い て は 内部構造的に も基本種に 対す る亜 種 ， 変種の 間に 相関関係が 見出

され た，

　以上 の こ とか ら AI　 type に お い て 各 器官 の 内部構造 を検討すれ ば 組 織学的分類が 可能 で あ り，それ は また 従来 の

外部形態的植物分類 と比較的 よ く
一

致 して い た，

　Abbrevia 誼 on ： ca ，，　clustered 　 crystal ； cx ．，　cortex ； en ．，endodermis ； ep ，，　epidermis ； epl ．，　lower　 epidermis ；

ep 乢 ，upper 　epidermis ； m ，
，pith； pa ．

，pahsade　tissue ； ph ，phloem ；
sp ．，spongy 　Ussue； sto ．，stoma ； ▼ b，

，
vascular

bundle ； vbs ．，vascular 　bundle　5heath ； xy ．，xylcm ．

　謝 辞 ： 本研究に 際 し，貴重 な 材料 の 一部 を恵与 くだ され，分類学 上 の ご 意見 を ご教示 くだ され た 国立科学博物館

筑波実験植物 園 の 橋 本 　保 氏 に 深謝す る．

K じ yfor 　Identification　of 　AI　 type 　 on 　 the 　Anatomical 　Gharacters ．

Al ： pa［isade　 tissue　 uf 　tllc 且eaf 　is　 l　 Iaycr

　Bl ：　Iarge　water −strage 　cells 　are 　rcc 〔♪gnized 　hl　thc　upPer 　epidermis 　o 『　the　leaf・・・・・・・・・・・・・・・…　V．　brevistipulata

　 B2： no 　large　 watcr −stりr3ge 　 ce ほs　 are 　 recogn 五zed 　 in　 the　 upper 　 epidermis 　 or 　 the 　 leaf

　　CI： clustcred 　 crystals 　 arc 　 rccognize 〔i　 ln　 the　 cortex 　 of 山 c　 root 　 and 　 rcsin −like

　　　　substance 　is　 recognized 　in　the　epidermis 　・・・・・・・・・・・・・…　一・・・・…　一・・・・・・・・・・・・・・…　…・・・・・・・・…　
一…・・・・…

　F．　bi［　70ra

　　G2 ：　no 　clustered 　crystals 　are 　rccognized 　in　the　root 　alld 　no 　resin −likc　substance

　　　　is　rccognized 　in　the　cortex 　．＿．，．．．．．．＿．．．．．．．，．．，．．．＿．＿，．．、．．．＿、＿．．．．．．．．．．．．＿．．．，．．．．．，．＿、．，．．．．，．，V ．　langsdor
．
！i

A2 ：　palisade　tissue　of 　the　leaf　is　2　1ayers

　Bl： palisadc　tissue　 of 　the　leaf　is　 recognized 　in　the　midrib 　・・・・・・・……・・…・………・・・・・……………V ，　orientatis

　B2： no 　palisade　 tissue 　 of 　 the 　 leaf　is　 recognized 　 in　 the 　 midrib

　　C1 ： fibers　are 　recognized 　in　the　Iateral　 ve 量n　 of 　the　leaf　・…・…・……・…・…　…・1！．　brevistiPulata　var ．　ki∫hidai

　　C2： no 　fibers　 are 　 recogn 置zed 　in　the　 Iatcral　 vcin 　 of 　the　 leaf

　　　D1 ： midrib 　 of 　the　leaf　prejects　 slightly 　dQwnward

　　　　E1： annular 　vascular 　bundlc　is　observed 　at 　the　base　of 　the　stem ・・一・…・・・……・……・…臥 腕 α痂 αη4

　　　　E2 ： no 　annular 　vascular 　bundle 　is　observed 　 at　the　base　of　the　 stem …一…・…一…………V．　cra ∬ a

　　　D2 ： midrib 　of 　the 　leaf　projects　strongly 　downward

　　　　E1： clustered 　crystals 　are 　recognized 　in　the 　 rQot 　……・…・…・……　………　V．　brevistipulata　subsp ．　 minor

　　　　E2： no 　 clustered 　 crystals 　 are 　 recognizcd 　 in　 the　 root

　　　　　Fl： resin −like　substancc 　is　recognized 　in　the　root …　…
・……・…・……1ろ brevistipulata　subsp ，　hidakana

　　　　 F2： no 　resin −like　substancc 　is　recognizcd 　in　the 　root ……・・・・…　……………・…・…・…・…・V．丿ubariana

（31 ）
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